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成果の概要 / 野田昌裕 

 

１．ヘルベンダー・シンポジウムについて 

今回報告者が参加した第 10 回ヘルベンダー・シンポジウム（10th Hellbender Symposium）

は、2024 年６月 17 日から 20 日にかけて、アメリカ合衆国・サウスカロライナ州のクレム

ソン大学で開催された。本シンポジウムは、ヘルベンダー（アメリカオオサンショウウオ）

に特化した専門集会で、研究者や技術者等の学術交流を主な目的としている。2003 年から

隔年で開催されていたが、COVID-19 の影響で長らく延期されており、5 年ぶりの開催とな

った。今回は、ヘルベンダーの繁殖生態、年齢と成長、保全管理などに関して、口頭発表 25

題、ポスター発表 10 題の発表が行われた。また、会期中には保全に関するワークショップ

や観察会も企画され、ヘルベンダーの保全について活発な議論が交わされた。 

 

２．研究発表と参加の成果 

報告者は学会 2 日目のポスターセッションにおいて、日本から産出した 2 種類のオオサ

ンショウウオ化石について「The fossil record of giant salamanders from the Pliocene and 

Late Pleistocene of Japan」という題目で発表した。現在、オオサンショウウオ科は 2 属が

日本と中国、そしてアメリカの河川域のみに生息しているが、かつては湖沼や陸上にも適応

した化石種が存在していたこと、また化石記録の空白を埋める重要な化石が日本から発見

されていることについて発表した。本シンポジウムのポスターセッションのコアタイムは 1

時間設けられていたこともあり、多くの参加者に発表を聞いていただき、保全と進化史を絡

めた質問など様々な角度からの質問を受けた。保全に関する発表が多い中で、化石や進化史

について興味をもってもらえるか少し懸念していたが、予想以上に反響があったため、多く

の方の関心を集めることができたのではないかと考えている。報告者にとっては今回が初の

国際集会への参加・発表であり、自身のキャリア形成においても有意義なものとなった。 

また各セッションやフィールドでの観察会を通じて、日本では行われていない生息域外

保全における管理技術をはじめとした保全に関する多岐にわたる情報やアイディアを得る

ことができ、さらに現地の関係者たちと直接議論できたことは何よりの収穫となった。今回

のシンポジウムで得た知見を日本におけるオオサンショウウオの保全活動や研究にも反映

させることで、その質や内容をより充実させていきたいと考えている次第である。 
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